
住　　居

2 Lp- 3

C(社）日本 家 政学 会

実施例にみる住安全一防災教育の現状

○伊村則子＊＊　石川孝重＊　(＊日本女大*  *日本女大・院)

目　的　阪神・淡路大震災により市民の住宅に関する安全意識は高まったが，その意識
は時間経過とともに薄れつつある。昨年の発表では地震被害を軽減するには，日本人の災

害観を考慮した早期防災教育が必要であることを報告した。本報では安全意識を向上させ
るには啓発・教育が重要であるとの観点に立ち，これらのあり方について考究する。

方　法　市民を対象とした住居構造安全や防災に関する啓発・教育活動の事例を資料や
インターネットから収集した。それらの活動に内在している，市民に活動させるための要

素を各事例から抽出し，心理学の知見を用いながら現状分析を行った。
結　果　収集した82の活動事例は，内容別に分類すると，防災56, 地域活性化6, 住宅･

まちづくり7, まちづくり11, 住宅全般2事例となった。その要素を分析すると｢しかけ｣と
して，市民に体験させることにより構造安全や防災の必要性を伝える｢体験型｣，市民を参

加させることにより構造安全や防災に接するきっかけを与える｢参加型｣，市民に楽しく学
習する機会を与え理解を深めてもらう｢学習型｣，地域ﾘず- など人材育成を目的とした｢資

格制度型J,日頃の活動を紹介し社会に広くﾋﾟｰｱｰﾙしたり表彰することにより活動に活気を
与える｢励まし型｣，人的ﾈｯﾄﾜｰｸ やｲﾝﾀｰﾈｯﾄ のﾈｯﾄﾜｰｸを利用し,これまでの知見を集約したり

広く呼びかけたりする｢ﾈｯﾄﾜ-ｸ型｣となり，大きく６種類に，さらに15種類に分類できる。
このしかけは心理学での動機づけにあたる。数量化Ⅲ類による社会的動機と動機づけの関
係をみると，活動により能動型と受動型に，また共同で行うものと個人で行うものにグル

ープ分けできる。全般的に動機づけとして，興味を重視していることが明らかとなった。
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ヒューマンスケールを基調に3  D画面で設計するＣＡＤシステム
第２報

○戸田　泰男　　　( 共立女大)

目的　建築設計の中で欠くことのできないシステムとして定着したＣＡＤであるが、その
多くが編集機能や図面精度、それに製図そのものの省力化の魅力から導入が始まり、現在
はコンピュータグラフィクスを駆使したリアルなレンダリング機能の表現に傾いている感
がある。しかし、ＣＡＤシステムの本来は、文字どおり設計を支援するシステムであるの

で、設計段階で利用するスケッチパッドシステムとしの能力を生かさなければならない。
そのためには、3D の空間や立体をモニタの中でスケッチやボリュームモデルのように、
作成しては描き換え造り換え、その寸法や形、高さや広がりを確認しながら設計を進めて

いく方法の構築が必要となる。同時にこの方法は、人間の持つ人体寸法や動作寸法、さら

には心理的距離や社会的距離からも確認しながら進められるものでなければならない。こ
のような新しい道具としてのＣＡＤを利用したの設計方法の構築とその教育を目的とする。

吉法　I  3D操作説明:am 本操作の把握(2) 図形作成・編集(3) 立体の移動・回転・拡

大・縮小(4 脆対スト ルの客体身体モデルの操作 ㈲主体としての視点設定・移動

n 課題:(1)ﾍﾟｲﾊﾟｰｳｪｲﾄ(2) 家具(3) 人づくり(4) 私の場(5) 室内(6 〉住宅(7) プラザ

M 星　自分の身体の寸法を計測し、自分自身をｺﾝﾋﾞｭ 一ーﾀの3D 画面の中に造り出すことに
よってヒューマンスケールへの関心が強くなり、身体の物理的寸法、動作寸法、さらに

は心理的寸法の違いと意味が把握でき、個人の空間と集団の空間、目的ごとの空間など、
具体的に状況の設定をおこなって、そこに人を配置して、それから家具や壁、床や天井

など、ものと空間のかたちを設計して行くことで、正しいスケール感が養えるのである。
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